
令和２年度　学校評価総括表

阿波市立柿原小学校
★総合評価における「評定」の基準

学校関係者評価

総合評価

児童 保護者 教職員 所見

わかる授業の
実践

児童アンケートの
肯定的な回答80％
以上

・ＴＴを活用し，個に応じた指導を行う。
・１人１台端末を効果的に活用し，個に応じ
た指導を行う。
・ユニバーサルデザインの考え方を授業に
取り入れる。（焦点化・視覚化・共有化）

93.5% 97.6% 100.0% B

言語力の育成
児童アンケートの
肯定的な回答80％
以上

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞを効果的に活用する。
・作文読本や作文帳を活用する。
・新聞読書感想文，作文読本へ出品する等して，目的
や意図に応じて楽しく取り組むことができる工夫をす
る。
・朝夕の会で課題を決めたスピーチに取り組むことに
より，言語力の向上を図る。（おすすめの本・ニュース
から・行事等）
・教育過程の中にNIEを位置付けて取り組む。

82.3% 87.0% 100.0%

基礎学力の定
着
（学習習慣）

児童アンケートの
肯定的な回答90％
以上

・基礎基本の確認テストを実施する。（ミニ
テスト等）
・１人１台端末を用い，個に応じた指導を行
う。
・ドリル学習を継続する。
・補充学習を実施する。
・学び方の手順を作成し，学習習慣の意識
付けに向けて学校全体で取り組んでいく。
・保護者啓発を図る。

90.3% 91.9% 100.0%

読書習慣の育
成

１日15分以上本を
読む児童（80％以
上）

・宿題にする等，音読の習慣化を図る。
・子ども新聞を効果的に活用する。
・月１回程度は図書室での読書の時間を取れるように
する。
・本を図書室で借りる時間をしっかり確保し，週末の宿
題にする等，本を持ち帰る習慣を身に付けさせる。
・校内での読書活動の取組の視覚化を行い，情報公
開をすることで啓発を図る。

77.4% 60.2% 94.1%

地域学習や体
験学習の充実

各学年で年間3回
以上実施

・地域人材を活用する。
・地域へ出かけ，ひと・もの・ことに触れる機
会を増やす。
・校外活動や出前授業を効果的に実施す
る。

96.8% 94.3% 100.0%

あいさつの励
行

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答の平均
90％以上

・各学期のはじめに，あいさつの意義やそ
の効果についての指導を徹底する。
・朝の会や帰りの会で，元気なあいさつを
意識付ける。
・柿原９ヶ条「元気な声であいさつ」を徹底
する。

90.3% 82.1% 100.0% B

言葉づかい

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答の平均
90％以上

・学校での教育活動全般において，その都
度場に応じた言葉づかいについて指導を
徹底する。
・学年に応じた日常の言葉づかいや敬語の
使い方を指導する。

87.9% 79.3% 100.0%

規範意識

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答の平均
90％以上

・柿原９ヶ条の見直しと徹底した広報活動を
行う。
・柿原９ヶ条を各委員会に割り振り，各委員
会でその達成に向けて特色を活かし積極
的に活動する。
・学級話合い活動について，声の大きさや
話形のモデルを掲示し，校内で共通理解を
図り，徹底する。
・生徒指導上身に付けさせたいことを職員
が共通理解し，足並みをそろえて指導を徹
底する。特に指導上必要がある場合には，
ホームページ等を活用し，保護者にも呼び
かける。

93.5% 91.9% 100.0%

自尊感情の育
成

児童アンケートの
肯定的な回答90％
以上

・朝の健康観察を担任が必ず行い，一人一人の
名前をきちんと呼ぶ。また，担任が児童一人一
人を見守り，大切にされていると感じ取れるよう
な一言をかける機会を多くもつ。
・掲示場所や内容を見直し，自分の頑張りを発
表できるような校内掲示をする。

96.8% 100.0%

仲間づくり

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答の平均
90％以上

・ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞやｵｰﾌﾟﾝｸｴｽﾁｮﾝ，構成的
ｴﾝｶｳﾝﾀｰ等を活用し，信頼ベースの学級づくり
を実施する。
・「今日のキラキラさん」や「ほめ言葉のシャ
ワー」等の時間を帰りの会等に取り入れる。
・学校の課題に対する取組を進め，仲間づくりや
人権意識の高揚をはかる手立てや方策につい
ての研修を深める。
・学級での係活動の活性化を図り，児童一人一
人の活躍できる場を設定する。

96.0% 99.2% 100.0%

集会，行事等
の充実

・各学期１回以上，
全校集会（ロング）
の実施
・朝会やショート集
会等で各学年，委
員会，クラブが１回
以上発表

・ﾕｰｶﾘ班を基盤にした集会や行事を行う。
・月に1回「キラキラタイム」を設け，全校児
童で敷地内の美化活動を行う。
・人権に関する集会を加え，事例を元に各
ユーカリ班で話し合いをし、全校の前で発
表する機会をつくった。

99.2% 100.0% 100.0%

Ａ：十分達成できた，Ｂ：概ね達成できた，Ｃ：達成できなかった

活動計画評価項目

○読書習慣の
育成や言語力
の育成に関す
る児童の評価
は4.7%下降した
が，その他の
評価は全て上
昇，もしくは昨
年度の値を維
持した。
○休校中の課
題も含め,家庭
学習の取組が
充実し,基礎学
力の定着につ
いての児童，
保護者による
評価はともに，
昨年度より高
い上昇率
（1.7％,4.9%）が
見られた。
○コロナ禍で,
地域学習や体
験学習の機会
が十分確保で
きなかったた
め，保護者の
評価は，
(4.8％)に下降
した。

心豊かで
助け合える
子ども（徳）

○全体的に高
評価が得られ
たが，「言葉づ
かい」において
児童・保護者
の評価指数を
基準に比較す
ると，下回って
いる。
〇「仲間づくり」
については，人
権に関する
様々な取組の
成果が見ら
れ，おおむね
高評価となっ
た。
○「規範意識」
については，学
校生活のきま
りやルールを
ほとんどの児
童が守れてい
るが，一部守
れていない児
童もいる。教職
員間で共通理
解を図り，繰り
返し指導する
必要がある。

自ら考え
学ぶ子ども
（知）

自己評価

評価
肯定的なアンケート結果評価指標めざす児童像等

○１人１台端末の導入
に向けて教職員のＩＣＴ
スキルの向上がより一
層望まれる。また，ＩＣ
Ｔばかりに目を向ける
のではなく，本来の目
的がぶれないよう生き
る力の育成に努めても
らいたい。
○読書習慣の項目は
毎年数値が低い。家
庭での読書を習慣づ
けるという課題に対し
ては，保護者の協力
が不可欠である。学校
からの働きかけは今
後も継続してもらいた
い。

学校関係者の意見
次年度への課題と

改善策

○読書習慣の育成のた
めの様々な取組を学級
通信や校内掲示等で情
報を提供し，家庭への
啓発を継続する。また，
校内だけでなく家庭での
読書活動の機会を増や
すための取組を計画的
に実施する。
○「家庭学習の手引き」
を活用し，学習習慣の
意識付けを行うとともに､
一人１台端末を用い，個
に応じた指導を行うこと
によって基礎学力のさら
なる定着を図る。
○本年度に引き続き,言
語力育成のために，NIE
の活動に取り組む。
○新しい生活様式に合
わせたコミュニケーショ
ンツールとして，アプリ
等を活用し,自己表現や
他者へ発信できる場を
確保する。

○保護者や教職員は
じめ，大人が言葉づか
いやあいさつなどの言
語環境の充実に気を
付ける必要がある。家
庭への啓発や協力依
頼を継続して行ってほ
しい。
○子どものあいさつの
声が小さくなっている。
引き続き学校･家庭が
連携して指導を行って
ほしい。

○あいさつの声が小さく
自分から進んでできる
児童が少なく感じられる
ことが課題である。次年
度は，常に日常生活の
中で気持ちのよいあいさ
つや適切な言葉づかい
ができるように重点目標
を掲げ，全校的な取組を
実施していく。
○家庭との連携をより一
層深め，各種通信を活
用した啓発を行い，家庭
でもあいさつや丁寧な言
葉づかいができるように
呼びかけていきたい。
○児童の好ましい言葉
づかいはその場で褒
め，好ましくない言葉づ
かいはその場で指導す
るといった即時対応を徹
底し，児童の言葉づか
いに対する意識の向上
を図る。
○年間を通じて学校行
事等の様々な活動の中
で，あいさつをする場面
がある。事前に具体的
な目標を児童に掲げ，
場に応じたあいさつがで
きることを目指す。



学校関係者評価

総合評価

児童 保護者 教職員 所見

活動計画評価項目

自己評価

評価
肯定的なアンケート結果評価指標めざす児童像等 学校関係者の意見

次年度への課題と
改善策

交通安全指導
児童アンケートの
肯定的な回答
100％

・全学年での交通安全指導行事を実施す
る。
・交通安全について学習した結果を保護者
に周知する。

98.4% 99.2% 100.0% Ｂ

早寝・早起き
保護者アンケート
の肯定的な回答
80％以上

・スマイルチエック（睡眠・朝ご飯・読書・宿
題）を配付し，睡眠の大切さについて指導
する機会を持つ。

75.8% 75.6%

朝食の摂取
保護者アンケート
の肯定的な回答
90％以上

・各学級で学年の発達段階に応じた指導を
行う。
・給食試食会に栄養士を招き保護者への
啓発を行う。

97.6% 94.3%

外遊びの励行
（体力向上）

保護者アンケート
の肯定的な回答
80％以上

・高学年主体の自主的なユーカリ班活動を
実施する。
・年間を通して縄跳び検定を実施する。

86.3% 71.3% 100.0%

徒歩通学（体
力向上）

児童アンケートの
肯定的な回答90％
以上

・通学路の安全点検を実施するとともに，
保護者への啓発を行う。
・交通立哨を実施する。

85.5% 82.1% 88.2%

楽しい学校生
活

児童アンケートの
肯定的な回答95％
以上

学校評価や生活アンケート，行事終了後の
各種アンケートを活用し，各教育活動の改
善・充実を一層図る。
・中間期の見直し

93.5% 98.4% Ｂ

保護者・地域
からの信頼

保護者アンケート
の肯定的な回答
90％以上

・学級懇談や個人懇談を活用し，保護者と
の意見及び情報交換を行う。
・学校評価や学校評議員会からの意見を
反映し，教育活動や児童への指導を改善
する。
・中間期の見直し

98.4% 100.0%

いじめ防止の
取組

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答の平均
90％

・人権教育の実践より得られた成果や課題
をもとにして，より具体的な取組を進めるこ
とで，仲間づくりや人権意識の高揚を図る。
・業間や昼休みに児童と積極的にふれあ
い，いじめの未然防止に努める。
・いじめ防止対策委員会を充実し，児童の
実態や対策等について共通理解を図る。
・年3回のｱﾝｹｰﾄ調査後の迅速な聞き取り
と管理職への報告を徹底する。
・いじめ防止の取組等を保護者に積極的に
広報する。
・中間期の見直し

91.9% 93.4% 100.0%

・相談体制の
確立
・特別支援教
育の充実

児童・保護者・教職
員アンケートの肯
定的な回答90％以
上

・相談しやすい雰囲気づくりに努めるととも
に，相談窓口を周知する。
・スクールカウンセラーや関係機関との連
携を密にし，必要に応じてケース会議を行
う。
・中間期の見直し

93.5% 93.4% 100.0%

危機管理体制
の整備

保護者・教職員ア
ンケートの肯定的
な回答90％以上

・様々な危機に対応したより実践的な避難
訓練や引き渡し訓練，防犯教室を実施す
る。
・新組織や避難訓練等から明らかになった
課題に基づき，防災管理マニュアルの見直
しを行う。
・関係機関とのより一層の連携を図る。
・中間期の見直し

96.8% 98.4% 100.0%

〇交通安全指
導については，
昨年度よりも上
回っている。
〇早寝・早起き
については，児
童保護者とも
昨年度よりも上
回っている。
〇朝食の摂取
については，児
童保護者とも
指標を上回っ
ている。
〇外遊びの励
行に関する保
護者の肯定的
な回答につい
ては，少しずつ
高まりつつある
が，指標を下
回っていた。
〇徒歩通学に
ついては，児
童保護者とも
指標を下回っ
ている。

○外遊びについては
コロナ禍の影響で数
値が低くなったのでは
ないか。減少傾向が
続くようなら何らかの
方策が必要である。
○全校で体力づくりの
一つとしてマラソンや
縄跳びで検定を取り入
れていることは良いこ
とである。
○徒歩通学の奨励・
啓発を今後も引き続き
行ってほしい。

〇交通安全は，指標に
近づけるように指導方法
をもう一度見直し，継続
して保護者への啓発に
努める。
○スマイルチェックは今
後も継続して行う。
〇家庭でのゲーム機や
スマホの使い方につい
ての指導を行う。また，
ノーゲームデーなどの
取り組みを行い少しでも
外で遊べるように取り組
む。
〇途中まで付き添ってく
れている保護者もいる
が，さらに集団登校の意
義とリーダーとしての役
割について再度指導す
ることで，より安全な登
下校につながるようにす
る。
〇徒歩通学の奨励につ
いて保護者や児童にさ
らに啓発していく。
〇食事や栄養，バランス
等，食に関する指導を
継続して行う。

信頼される
学校づくり

○保護者からの回答
では，全体的に肯定
的な意見が多いが，
信頼される学校づくり
については今後も工
夫改善を加えながら取
り組んで欲しい。
○コロナ感染症対策
は十分できていた。今
後も早めに先を見通し
た対応が必要になる。

○全体的に
肯定的な意
見が多く，評
価指数を基
準に比較する
と，すべての
項目で達成で
きている。
○いじめ防止
の取組につい
て，児童・保
護者ともに評
価は高い。自
分のよさ仲間
のよさを認め
合う，体験や
交流学習の
積み重ねが
成果となって
表れてきたと
考えられる。
○コロナ禍で
避難訓練等
は十分にでき
なかったが，
折に触れ学
級担任が話
題にし対策等
について話し
合うことで，児
童の危機管
理意識は高
まったように
思われる。

○学校の新しい生活様
式を徹底した教育活動
に努め，基本的にはこ
れまでの実践を継続さ
せる。学校行事について
は，状況をしっかり見極
め，見直し・改善に取り
組むとともに，新しいこと
にも試み，「学びを止め
ない」という課題解決に
つなげていきたいと考え
ている。
〇今年度発足した，児
童の委員会活「いじめ防
止子ども委員会」の活動
を更に活性化し，主体的
にいじめ防止に取り組
むことができるようにす
る。

ねばり強く
やり抜く子
ども（体）

100.0%


